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白
山
富
時
間
邸
千
子
院
の
佐
伯
が
拠
じ
た
も
の
。
奥
智

一
彼
が
午
前
・
風
嵐
の
村
民
に
懇
願
せ
ら
れ
た
る
を
以

一
年
利
常
は
硲
じ
た
が
、
加
賀
務
領
の
民
は
盆
熱
心
に

に
、『
右
此
抄
者
、
加
到
州
河
北
柑
刻
家
庄
筒
家
方
嗣

一
て
郡
を
幕
府
に
出
訴
し
た
と
稿
L
、
九
且
サ
日
附
を

一
そ
の
素
志
を
建
せ
ん
と
欲
し
、
寛
文
六
年
三
且
白
山

久
村
魚
川
堪
之
氏
寺
千
子
院
に
住
し、

濁
り
北
窓
に
向

一
以
て
尾
添
村
民
及
び
苦
闘
七
郎
左
衛
門
に
宛
て
隙
知
一
本
宮
の
長
一
見
澄
意
は
私
か
に
上
洛
し
、
古
例
に
倣
う

て
日
を
送
り
、
徒
に
雨
日
に
限
て
時
を
w
V
す
折
節
‘
一
の
似
を
奥
へ
た
。
吉
聞
は
尾
需
の
土
袋
で
あ
ら
う
。
一
て
向
田
上
前
嗣
造
径
の
給
園
田
を
得
、
次
い
で
再
び
尾
添

白
山
の
感
淵
を
仰
ぎ
云
々

、
永
正
五
年
戊
反
七
且
品目

一
〈
二
〉
明
隠
の
事
訴
|
天
文
の
容
は
朝
廷
の
決
裁
に
よ
一
が
柚
取
に
着
手
せ
ん
と
し
て
、
風
臥
側
の
妨
害
を
受

三
日
航
大
附
郡
勝
隆
』
と
あ
る
。
元
亨
綿
密
に
出
羽

一
っ
て
尼
添
の
勝
利
に
邸
し
た
が
、
後
明
隠
元
年
に
歪
一
け
た
。
是
に
於
い
て
滞
主
綱
紀
の
外
境
保
科
正
之

の
前
部
深
定
が
氏
米
を
北
海
に
池
辺
し
た
時
、
臥
行

一
っ
て
再
び
之
を
芯
起
し
た
。
常
時
間
叫
上
の
調
殿
大
に
一
は
、
百
姓
が
こ
の
間
凶
に
波
顕
し
て
、
隣
務
と
の
利

者
が
鉢
を
飛
ば
し
て
海
滋
の
お
に
供
米
を
求
め
た
の
一
目
按
腹
し
て
居
た
の
で
、
尼
~
慌
の
打
出
民
は
之
を
修
用
回
せ

一一
中
を
筈
す
る
こ
と
を
町
民
へ

、
幕
府
の
勘
定
潜
行
附
凶

を
、
加
賀
の
戸
室
山
に
於
け
る
都
賀
で
あ
る
と
歪
山

一
ん
と
し
て
柏
取
を
行
う
た
。
是
に
於
い
て
縞
弁
務
の
一
盟
前
守
護
政
と
共
に
奔
走
し
て
、
建
に
同
年
十
二
且

ト
プ
mu

-

-

L
、
そ
の
制
践
を
飛
棉
徽
現
と
稿
し
て
千
手
院
に
祭

一
預
街
午
前
・風
嵐
の
村
民
は
、
郷
長
加
藤
藤
兵
衡
を

一
加
賀
務
領
尾
一
昨

・
荒
谷
二
村
百
七
十
一
石
九
斗
入
升

っ

て

あ

る

等

の

研

を

記

す

る

。

一

酋

魁

と

し

て

之

を

妨

げ

、
白
山
は
越
前
の
山
で
、
一
二
を
幕
府
直
轄
と
し
て
上
地
せ
ん
こ
と
を
新
は
し
め
た

シ
ラ
ヤ
マ
ゼ
ン
ジ
ヨ
ウ
ミ
チ
白
山
躍
定
詰

白

一
色
の
民
は
皆
そ
の
枇
家
で
あ
る
か
ら
、
制
限
及
び
地

一
か
ら
、
幕
府
は
寛
文
八
年
そ
の
輸
を
容
れ
、
罰
則
非
領

山
下
の
賂
添
よ
り
御
前
白
ま
で
を
い
ひ
、
も
と
加
到

一
泉
の
取
は
彼
等
の
管
す
る
所
で
あ
る
と

L
、
尾
一
部
の
一

十
六
ヶ
村
と
共
に
之
を
牧
め
、
耐
L
て
加
賀
務
に
は

方
商
で
は
之
を
表
逝
と
し
た
。
牛
首
(今
'制的
U

よ
り
一
民
の
組
に
之
に
閲
す
る
こ
と
を
得
ず
と
主
張
し
た
。

一
近
江
凶
商
品
部
海
神
悼
の
一
部
巾
村
岡
百
七
十

一
石
九

す
る
も
の
は
越
前
方
而
か
ら
の
鷺
山
路
で
あ
っ
た
。
一
回
国
務
の
民
大
に
怒
り
、
牛
首
・風
臥
に
乱
入
せ
ん
と

一
斗
入
升
の
地
を
奥
へ
た
。
一
嗣
刑
務
に
射
し
て
報
い
る

シ
ラ
ヤ
マ
ソ
ウ
ギ
白
山
争
議
〈
一
)
天
文
の
宇

一
し
た
が
‘
滞
箆
は
そ
の
妄
動
を
制
し
、
直
に
隠
っ
て
一
一
加
の
な
か
っ
た
の
は
、
十
六
ヶ
村
が
認
に
稿
井
鎮
で

!
白
山
樹
上
に
在
る
拠
包
修
径
の
徽
利
に
闘
し
て
、

一
老
臣
に
告
げ
、
老
臣
は
在
江
戸
の
前
旧
利
治
に
報
じ
一
な
く
、
採
附
か
ら
の
預
領
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

山
鎚

ω民
の
聞
に
事
闘
を
芯
起
し
た
こ
と
の
、
天
文

一
た
。
利
簡
は
常
時
縦
紀
の
政
を
鈍
し
て
ゐ
た
の
で
、

一
之
よ
り
十
入
ヶ
村
は
白
山
山
館
十
八
ヶ
村
と
終
L
、
奨

十
二
年
を
以
て
初
と
す
る
は
、
之
を
本
剛
剛
脊
認
知
の

一
一
附
一
品
〈
靴
故
に
長
け
た
か
ら
、
前
労
務
と
事
ふ
の
不

一
抽
出
凶
笠
松
の
代
官
杉
凶
九
郎
兵
衛
の
管
制
す
る
所
と

天
文
日
記
に
見
る
べ
く
、
牛
首

・
風
臥
二
村
の
良
民
一
利
を
思
ひ
、
努
め
て
之
を
避
け
ん
と
欲
し
た
が
、
年

一
な
っ
た
o
削
も
尾
一
郎

・
荒
谷
の
村
民
は
、
石
川
郡
に

が
修
銭
の
お
に
柚
取
を
行
は
ん
と
す
る
や
、
隠
添
の

一
世
間品
加
問
の
翻
刻
侯
松
平
泥
沼
は
激
品
L
、
七
且
三
日

一
於
け
る
出
作
地
を
失
う
た
か
ら
、
人
口
を
則
っ
て
加

民
は
之
を
妨
筈
し
、
加
し
て
前
者
は
越
前
平
泉
寺
及

一
波
均
約
部
成
長
を
小
法
に
温
は
し
、
加
賀
滞
が
澗
殿

一
賀
務
領
内
に
移
ら
し
め
ん
こ
と
を
縞
ひ
、
車
問
は
之
を

び
石
川
端
新
聞
の
土
袋
結
城
七
郎
四
郎
宗
俊
の
使
倣

一
所
在
の
領
主
に
誌
ら
ず
し
て
悩
に
興
遣
に
従
事
せ
ん

一
風
車
部
山
是
清
・
鑓
川
等
に
置
〈
こ
と
に
し
た
o
策

を
突
け
、
後
者
は
白
山
長
一
史
俊
民
の
保
施
を
得
て
互

↑
と
し
た
こ
と
を
詩
。
、
λ

緑
町
の
寺
批
奉
行
の
指
針
を

一
し
部
地
に
近
か
ら
し
め
る
時
は
、
そ
の
聞
に
錐
問
凶

に
札
際
し
た
。
是
に
於
い
て
澄
民
は
認
知
に
前
ひ
、

一
得
た
後
に
於
い
て
せ
ん
こ
と
を
求
め
た
。
加
賀
滞
ル

一
を
お
起
す
る
を
益
へ
た
岱
で
あ
ら
う
。

若
L
牛
尚
・
風
間
酬
の
民
に
し
て
訓
山
聞
を
造
営
せ
ば
、

一
ち
老
侠
の
設
を
支
け
、
同
且
二
十
日
露
を
致
し
て
他
一
合
一
〉
一
大
和
の
害
総

l
延
期
目
九
年
ハ
天
和
元
〉
額
上
三
枇

之
を
阪
却
す
る
を
相
官
る
と
の
指
令
を
漉
せ
し
め
、
次

一
日
若
し
修
脅
に
着
手
す
る
こ
と
あ
ら
ば
之
を
協
議
す

一
中
、
御
前

・
大
汝
の
跡
調
破
蝶
L
、
山
間
山
の
討
民
皆

い
で
亦
窃
廷
に
訴
へ
て
、
天
文
十
三
年
六
且
抗
日
尼

一
る
で
あ
ら
う
と
告
げ
，
叉
老
臣
今
技
近
畿
を
閣
老
酒

一
切
ぞ
の
修
盛
を
美
濃
笠
松
の
代
官
杉
田
九
郎
兵
衛
に
結

添
の
民
に
制
取
せ
し
む
べ
き
給
旨
を
得
た
o
之
と
同

一
訓
忠
勝
に
一
献
し
、
方
今
将
軍
の
幼
神
な
る
を
以
て
、

一
う
た
の
で
、
四
且
代
官
は
そ
の
工
事
入
札
を
美
泌
筋

時
に
澄
反
と
結
城
宗
俊
と
は
、
各
之
を
栴
躍
起
利
義

一
般
へ
て
嗣
升
滞
と
事
う
て
蒜
附
の
痕
務
を
多
端
な
ら
一
及
び
尾
一
部
側
・
牛
首
風
嵐
側
の
百
姓
に
命
じ
た
。
こ

附
に
出
訴
し
、
互
に
誇
仙
酬
を
促
供
し
て
山
直
を
事
う

一
し
む
る
を
欲
せ
ぬ
が
、
そ
の
成
長
す
る
に
安
ら
ば
必

一
の
入
札
は
契
磁
側
に
古
川
ち
た
が
、
午
首
風
嵐
仰
は
変

た
が
、
十
四
年
六
且
什
四
日
幕
附
も
亦
容
を
下
し
て
一
ず
正
常
の
裁
断
を
得
ん
こ
と
を
保
留
し
た
。
然
る
に
一
に
下
部
し
て
怒
渠
に
従
事
し
、
六
且
十
三
日
か
ら
十

液
民
を
迎
あ
り
と
し
た
。
宗
俊
乃
ち
先
非
を
悔
ひ
、

一
こ
の
事

(
四
〉
元
総
の
軍
総
1
次
に
元
職
J
l
年
九
且
路
祢
側
は

=

御
前
及
び
大
汝
の
副
詞
を
修
密
せ
ん
こ
と
を
前
う
た

=

の
で
.
牛
首
・風
聞
酬
も
獄
規
す
る
を
得
ず
と
し
、
同

=

一
の
出
町
酬
を
岱
し
た
。
是
に
於
い
て
字
誌
復
活
L
、

=

翌
十
一
年
三
且
隠
路
側
は
午
酋
・
風
臥
側
を
被
告
と

=

L
、
従
来
陪
添
村
民
は
加
賀
方
商
の
菅
山
者
に
討
し

ニ

て
任
意
の
初
穂
銭
を
得
た
が
、
近
時
牛
首
・
風
臥
側
Z

が
嶺
上
に
人
を
一
蹴
し
て
‘
別
に
一
人
二
百
文
を
強
制

=

す
る
の
み
な
ら
ず
、
銭
な
き
者
の
衣
服
を
狼
硲
す
る
E

如
き
暴
行
を
お
す
を
以
て
・
漸
〈
菅
山
者
の
蚊
を
減

=

じ
て
賂
添
村
民
の
生
活
を
脅
威
す
る
の
み
な
ら
ず
、

=

昨
年
尾
路
側
が
刑
制
活
径
を
前
ひ
た
る
後
、
牛
首
・

-

風
臥
側
も
問
一
の
出
阪
を
儲
し
た
る
は
、
貨
に
抑
妨

=

の
甚
だ
し
き
も
の
な
る
こ
と
を
諒
府
の
寺
社
奉
行
に

=

出
訴
し
た
る
に
、
寺
枇
奉
行
は
七
且
九
日
を
以
て
ロ

=

顕
僻
論
の
日
と
定
め
た
。
こ
の
間
凶
は
前
後
如
何
に

=

能
医
し
た
か
を
訴
か
に
せ
ぬ
が
、
元
称
十
二
年
入
月

=

H
七
日
阿
部
川
県
後
守
邸
に
於
い
て
、
延
箆
九
年
の
近

=

例
に
随
ひ
、
二
枇
を
天
台
方
、

一
枇
を
提
言
方
で
翠

=

仕
す
べ
き
裁
許
を
奥
へ
た
。
ニ
祉
と
は
御
前
と
別
山

=

で
、
天
台
宗
方
た
る
延
随
寺
・
越
前
年
泉
寺
及
び
午

=

苗
・風
臥
村
民
の
奉
仕
す
る
所
と
し
、
一
枇
と
は
大

=

放
で
、
民
言
方
た
る
金
剛
峰
寺
及
び
尾
添
村
民
の
翠

=

仕
す
る
加
と
し
た
の
で
あ
る
。
議
し
白
山
閉
山
上
一
酬
嗣

=

の
奉
仕
に
闘
す
る
事
総
は
、牛
首
・
風
臥
側
と
賂
添
側

=

と
の
反
問
た
る
と
同
時
に
、
越
前
馬
場
平
泉
寺
と
加

=

一
人
及
び
加
賀
の
例
十
二
人
は
、
尾
添
の
民
と
共
に

大
汝
に
、
比
叡
山
富
見
院
の
使
時
間
二
人
及
び
越
前
の

併
十
二
人
は
御
前
に
奉
仕
し
た
。
然
る
に
七
且
二
十

日
大
風
に
よ
っ
て
一
件
被
則
し
た
の
で
、
九
且
代
官
手

代
の
出
張
を
乞
ひ
、
尾
添
・
牛
首
風
間
酬
の
村
富
等
似

に
修
僻
し
た
が
、
前
後
代
官
の
交
法
等
に
よ
っ
て
木

建
築
そ
行
ふ
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。

八
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